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ベル電話研究所の話

黒　　川 兼　　行

　約2力年間ベル電話研究所の一研究員として働き昨年

11月末に帰国したところ，早速生産研究に寄稿するよう

にとのお話を受け，いかにも日本らしいと感歎これ久し

うした．こういう慣習が良いとか悪いとかいうのではな

く，アメリカでのやり方と大変違っているという感じを

強く受け，そうしてたった2力年で自分自身の物の受取

り方がこんなにも違ったのかと改めてまた驚いた次第で

ある．いったんはお断わりしようと思ったが，こういっ

た感じ方の違っているところで拙文を残しておくのも悪

くはないと考えなおして筆をとった．

　今まで多くの人々が海外に出かけているが，第一の目

的は海外の知識を吸収して，これを日本に持ち帰るとい

うことにあったように思われる．これに対し私の場合は

ベル電話研究所でよい仕事をすること自身が第一の目的

で，やった仕事は日本の研究の仕方から考えると，あま

りに狭い分野のことで後日日本で役に立つということは

考えられそうもない．またこんな文を書くことを想像も

していなかったので，ベル電話研究所の組織とか沿革等

の資料は全部帰国の際棄ててしまった．したがってここ

でできることは折にふれて感じたこと，聞いたこと等を

筆のむくままに書くだけである．数字等について多少の

誤りがあるかもしれないが許容願いたい．

MTSの仕事

　ベル電話研究所の研究を推進しているのは，Member

of　Technical　Staff略してMTSと呼ばれる研究員たち

である．このMTSの中にはExecutive　Director，　Di・

rector，　Department　Head，　Supervisor等という行政関

係の仕事にたずさわっている人も含まれており，全研究

所合計で3，800人位いると聞いている．したがって直接

研究をしている研究員は3，500人位だと思われる．この

人々にはたいてい一人に一人ずつのTechn三cal　Aid略し

てTAと呼ばれる助手がついており，この二人が1単位

になって一つのテーマを推進している．MTSはだいた

い修士または博士号を有し，その仕事は頭を働かせるこ

とである．もちろんTAも頭を働かせてくれなければ困

るが，その他研究に必要な一切の仕事はTAがやること

になっている．もちろん誇張があるけれども，MTSは

万年筆より重いものは持ってはいけないことになってい

るそうである．そこで入社してすぐレポート用紙・鉛筆

・その他の文房具をストックルームに取りに行く場合も

TAを連れていって，これとこれが欲しいといって指図

しTAにそれ等を箱に入れさせ自室までもってこさせる

という具合である．普通MTS一人とそのTA一人が

事務室兼実験室である一部屋を占有し，研究に必要な実

験等一切をそこで行なっているが，その実験でも測定器

を欲する位置においたりメータと接続したりデータをと

ったりするのは全部TAの仕事でMTSはこうしろ，

ああしろと口で指図するだけでよいのである。自分の所

にない測定器が必要な場合交渉して借りてくるのもTA

がやるし（場合によってはMTSが交渉した方が早いこ

とはある），特定の物品が欲しいとき，その特性等を指

示したあとカタログをさがすのはTAの仕事で，これと

決まればMTSに相談，　OKならばあと発注その他の手

続きは全部再びTAの仕事になる．こうして日本で研究

と称して時間をとっている大部分の仕事はTAがやって

いる．

　MTSは頭を働かせる外にもう一つの事をしなければ’

ならない．それはレポートの原稿を書くことである．こ

のため前にちよっと言及した万年筆を持つ必要があるわ

けである．

レボートの話

　ベル電話研究所でも普通のレポートの原稿はMTS巨

身が書かなければならない．しかしタイプをしてくれる

のはもちろん秘書である．そのやり方は独特で，最初の・

原稿はピンクと呼ばれるピンク色の紙に1行おきにタイ

プされる．このコピーは3部位作られ，Supervisorはも

ちろん，その問題に興味をもっている他の部の人がいれ．

ば，その人々が読み，不明瞭な個所がないようにし，こ

の間2～3回ピンクを打ち直すことがあるが最後にDe・－

partment　Headが読んでOKになると白いマットと称

せられる厚手の紙にタイプされ，MTSがサインして印n

刷所に送られる．印刷所ではこれを写真製版し，ゲラ刷1

を再びMTSに送り，　OKとなれば必要部数だけのコピ

ーがつくられ，必要な人々の手もとに送られると同時に，

黄色い紙にOMcial　Copyというものが作られ中央のフ

ァイル室に保存される。これがベル電話研究所のMe－一・

morandum　for　Fileであり，原則として門外不出である．

ただし所内用のコピーは後日何部でも作れるようにOf－一

丘cial　Copyが整理してあるそうである．何かまとまった．

研究が完成し，これを雑誌等に発表しようとするときも．
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祠様に，ピンクからはじまって白紙上にコピーを十数部

作り（これはMemorandum　for　Fileの表紙だけ打ち直

したものであることも多い），どの雑誌にいつ頃発表し

たいかを記した公表承認請求書なるものをそえ，Super－

visor，　Department　Head，　Director，　Ex㏄utive　Director

の承認を得てPublication　Departmentに送る・ここでは

さらにPatent　Department，　American　Telephone　and

Telegraph，　Western　Electricに数部ずつ送付して公表の

可否を問い合わせるとともに，所内の関係Department

に送って論文の審査を行なわせる．この審査に通過，また

公表差支えなしという返事がまとまるとPublication　De－

partmentからExecutive　Director宛に承認の書類が送

られる．この書類が再び本人の手元に戻されて初めて欲

する雑誌に投稿という段階に達するわけである．上記の

所内審査は通り一ぺんのものでなく，誤字等はもちろん

のこと，この説明が悪いとか，ここが不明瞭であるとか

具体的に指摘するし，また論文の質についても相当きび

しい批判を行なう．私自身でも他人の論文の所内審査を

し何度か著者と討論した末結局没にしてしまったことも

あるし，私の論文でも何回か訂正させられている．こう

して出来た論文であるから，日本で発表される論文に比

較して解りやすい論文が出来るのだなとうなずけた．し

かし最初の原稿を書いてから投稿までに時間がかかる

（1～3カ月は普通）という欠点がないわけではない．そ

こで研究所の政策上発表が急がれるような場合にはDi・

rectorあたりの責任において上記の手続きの大部分を省

略して発表許可をとってしまう場合もあり，けっして不

合理な画一一一i化がなされているわけではないことを指摘し

ておく必要があるであろう．

雑用の話

　日本では雑用に追いまわされて研究ができないという

話はよく聞くし，私自身も身をもって経験している一人

であるので，ベル電話研究所での雑用の処理には特に気

をつけて観察していた．研究に直接必要な物品の発注等

の雑用が全部TAの仕事であることは前述した通りであ

るが，その他予算の請求，新人採用等を含む人事の問題，

設備更新，部屋の割当等々研究を継続してゆく上に不可

欠な雑用があり，これらは全部Supervisorより上の人

々がやっている．したがってSupervisor以上は研究を

することが任務ではなく，下の者が研究しやすいように

するのが任務であると割り切って考えられているようで

ある．もちろん一人または二人のMTSを監督している

人で自分の研究を片手間にやっている人がいないわけで

はないが例外と考えてよかろう．上のように雑用がその

任務であるSupervisorでもその雑用を下のMTSの役

に立つように効果的に処理するためその人達の仕事をよ

く理解していなければならず，このため専門のことにつ
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いて大変な勉強を強いられているようである．さて以上

のように程度の高い知識と能力が要求され，したがって

MTSであるSupervisor等がやる雑用の外に原稿のタイ

プを打ったり，図面を清書したり，工作をしたり，配線

をしたり，郵便物を運んだり，物の修理をしたりする人

々，そうして，その他研究に必要なすべてのことを処理

するために，前に述べたTAの外に全部でMTSとほ

ぼ同数の人々が働いている．研究員はこれらの人々の助

けによって，ほとんど雑用と呼ばれるものにわずらわさ

れることなく研究に励んでいればよいので，よい考え，

新しい着想が生まれざるを得ないというわけである．し

かし米国でもこんな所は少ないらしく“ベル電話研究所

で君もやっぱり朝から晩までなにもしないで目をつぶっ

て机に向かって坐っているのか”等と冗談半分に聞かれ

たこともあるし，他の研究所を訪問したさい“私の所は

小さいからベル研のような具合にはゆかない”という話

を何度も聞かされている．しかしそれにしても日本のよ

うに雑用が多いことはなさそうであった．要するに日本

では研究者の給料が安いから雑用をやらせておいても損

でないというわけであろうか．

研究者の給与

　初任給は学位をとってから何年たっているかというこ

とによって，だいたい定まってしまい，入社後1年に一

度ずつ各MTSがどのような成績を挙げたかをSuper－

visor，　Department　Head等が上司に報告，この報告に

もとついてExecutive　Directorくらいの所で昇給額が決

定される．また月給が1，000ドルを越えるときはVice

Presidentの承認を，1，500ドルを越えるときはPresi－

dentの承認を必要とすると聞いている．　MTSの成績を

きめるにあたっては，やはりどのような論文またはMe－

moを書いたかということが目安になるように感ぜられ

た．給与の定め方，他の入との比較，他の研究所との比

較等は当該研究者の意欲を大きく支配するので詳細な外

部秘の説明書が作られており，この内容を各MTSに周

知徹底させるのはSupervisorの責任であると明記され

ていた．研究者として優秀な成績を挙げている人がそれ

にふさわしい給与をうけるようになるのはだいたい5力

年くらいの日数を要すること，すなわち昇給ごとに大幅

に増額するわけであるが，一度にその増額を行なうので

はなくて，5回くらいにならして増額していること，

Supervisor等行政面のMTSの方が平均として給与がよ

いが，それは一般によい研究をした能力のある人々が

Supervisorになるからで，決して行政面優遇ではなく研

究のみやっている人でもその成果に従って同じ給与を受

けていること等が強調されていた．また最後の方に研究

者として受け取っている給与が人間の価値を定めるので

はなくて，給与は少なくてもLocalな社会で貢献してい
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る等立派な人々はいくらでもいるのだというようなこと

が噛んで含めるように書いてあり，印象に残った．実は

研究成果の評価に不公平があってはならず，特に他部門

との比較は非常に困難な問題であると思ってその説明を

さがしたが，これに対してはさすがに名案はなく，たま

たま比較可能な人がいた場合それを比較して部門全体の

行過ぎを是正するようにしているという程度の説明しか

なかった．もっとも評価が不公平もしくは不当であると

思った場合は日本と異なって他の会社・研究所に移るこ

とが比較的簡単であるから優秀な人がどんどん抜けるよ

うな場合には，SupervisorやDirectorの能力が疑われ

るというように具合よく出来ているようである．

　だいたいの給与の構造は卒業より32～33まで年に

100ドルくらいの昇給があり，その後はずっと減って年

に50ドルから10ドルくらいになっているようである．

しかしこの昇給にはインフレによる分がかなりあり，普

通のMTSの1961年初めの平均給与は24才で700ド

ル，30才で900ドル，33才以上はほぼ1，000ドルく

らいに落ち着いている．これに対しSupervis。r等行政

面のMTSの平均給与は30才で1，000ドル，35才で

1，200ドル，それからの増し方はゆるやかで60才で

1，300～1，400ドルくらいになっている．しかしこれは

平均であって特に優秀な人ははるかに多額の給与をうけ

ていることも見落としてはならない．それにもかかわら

ずr一レクトロニックスは現在好況の真只中にあって他の

会社が高給をもって研究者を引き抜いてゆくことはどう

にも防ぎようがないというように思われた．

MTSの出勤・出張

　ベル電話研究所にはタイムレコーダなるものはなく，

一・T間の終わりに毎日何時間働いたかをIBMのカード

に記入，これをSupervisorに提出するとPayroll　De・

partmentに送付してくれ，それに従って給与が支払わ

れる．Murray　Hmの研究所は8時45分に始まって5

時15分に終わるが，それより早く来て早く帰る人，遅

くきて遅く帰る人，そしてもちろん遅くきて早く帰る人

等いろいろである．別に研究所にいなくてもMTSは7

時間半の勤務時間をどこかで何かしていることにして

IBMカードに記入しているようである．その代わり

Overtimeしても給与がふえるということはない．これ

に対しTAや秘書は時間どおり出勤して仕事をしてお

り，仕事の必要上時間外に働かなければならないときは

それだけ増額される．

　研究の必要上または学会に出席するため出張すること

はまったく自由であるが，旅費の関係でミシシッピー河

より西へ行くときはExecutive　Directorの許可がいる．

旅費はかかっただけくれるようになっており，ホテル代

・食費はもちろんのこと，タクシー代，チップ等も全部
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請求することによって支払ってくれる．この際受取の提

示など一切必要なく，自分のサインーつで信用してくれ

ることは気持もよいし，また研究所にとっても経費の節

約になっていると思われる．ホテルの予約，飛行機の予

約等は研究所内にある旅行係が全部やってくれるので直

接MTSがしなければならないのは自分の行きたい日付

・場所・時間等を指示することだけである．したがって

出張は非常に楽で飛行機に間に合うぎりぎりまで，普通

と変わりなく働くことができて能率的である．

　　　　　　　Out　of　Hour　Course

　研究所内外の専門家がその時々のトピックスを不定期

に1時間あるいは2時間くらい話してくれる以外に，教

育的な講義を時間外に行なっている．講義の内容はTA

向きのごく初歩的なものから，かなり程度の高いものま

であり，たとえばBodeの有名なフィードバックの理論

に関する本もこの講義のノートをまとめたものであると

聞いている．研究者が研究をつづけてゆくためには，ご

く基本的なことについてでも大学時代に習ったことだけ

では間に合わなくなることが多く，この点をOut　of

Hour　Courseで補って研究者の能力を最大限に活用でぎ

るようにしようという趣旨でできているらしく，私も半

導体に関する講義を受けてみた．これは半導体の初心者

にもよくわかるように半導体の性質，ダイオード，トラ

ンジスタ等の問題を論じ，大学と同様試験もあるし，宿

題も出て本でよむのとは違った意味で非常に得るところ

が多かった．これに力を得てその後近代物理学の講義も、

受けてみたが，これは私に面白くなく途中でやめてしま

った．しかしいずれにしてもその気さえあれば専門外で

専門に役立ちそうなことの勉強を続けてゆくのに便利な

ように出来ているのはうらやましいと感じた．この外，

Bachelorで入社した人は全部給料を受けながらCDT

（Communication’s　Development　Training）と呼ばれる

社内教育をうけてMasterまたはPhDを取るようにな

っている．このコースの基礎的な科目はNew　York　U－

niversityの先生方が教えており，その他ベル電話研究

所向きにBell　System等という科目もあり，後者は研究

所内の人々が担当，必修になっている．このCDTコー

スを受けている間特に，最初の1～2年は各部に配属さ

れてはいるが研究所の仕事はほとんどしていない．その

後授業時間が多少少なくなって仕事も少しずつするよう

になるらしいが，要するに人の養成を目的としており，

大学院から入ってくる人を待っていたのでは間に合わな

くなったということがその動機らしい．この制度が始ま

ってから5力年くらいしかたっておらず，その成果はよ

くわからないが研究してゆくのにBachelorでは使いも

のにならないということを研究所が考え始めているよう

に感じた，
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研究所内の縦横の連絡

　President，　Vice　President，　Executive　Director，　Di－

rector，　Department　Head，　Supervisor，普通のMTS，

TAというような縦の関係があるが，このうち前述した

通りTAとMTSの連絡は緊密という以上である・
MTSとSupervisorの連絡は必要ある時に行なう程度で

MTSが担当独立してや6ているという印象を受けた．

MTSからDepartment　Headまでは比較的連絡がよい

し，また専門の問題について討論もするが，Directorと

なるとだいぶ疎遠になり，Ex㏄utive　Directorとは専門

の話をしたことがない．Vice　Presidentとは2力年間遂

に顔を合わせることすらなかった．しかし研究成果は

Memorandumの形で各関係者の外，　Director，　Execu－

ti▽e　Director，またAbstractをVice　Presidentに配布

するので一応下の者がやっていることは解っていること

になっている．私の属していたDirectorからはMemo－

randumを読んだあと感想を書いて返送してくれるので

少なくても表紙くらいはみていてくれることがわかって

、励みになった．この人の下には75人くらいのMTSが

いるので，ここから出てくる研究成果を知っているとい

うことは容易でないと感じたが，顔はもちろん，性質等

も比較的よく掌握しているように思えた．研究所から各

研究員に知らせたいことがある場合，たとえば組織変更，

休日等は掲示板に掲示したり，また研究所で新しい開発

．があった場合，予算の話，ATTやWesternとの関係等

・はBulletinとよばれる謄写版印刷したものを配布すると

1いう方法をとっている．またOfficialに上司に知らせた

K・こと，連絡したいことがある場合にはすべて手紙の形

：式をとるようにしている．

　ベル電話研究所のような大きい組織（約1万3，000人

くらい）で横の連絡はどうしているのかと興味をもって

観察していたが，Memorandum　for　Fileのコピーを関係

者に配布する以外組織だててやっているようなことはみ

られなかった．だいたいMTSが個人的に連絡，話し合

うというようになっているらしかった．ことえば半導体

ダイオードを使った増幅器を作る場合，回路の人と半導

j体の人達が緊密に連絡してそれに適した半導体ダイオー

ドを作ってゆかなければならないが，これも当初はMTS

個人が面白そうではないかと話し合ってだんだん発展し

てきたようであった．ただしいったん協力するとなると

・作っては試験し，測定結果が出るとそれにもとついて討

論を行ない改良しては再び試験するというように，なか

なか活発にやっている．もちろんよい結果が出ると共著

という形のMemorandumまたはPaperが書けるわけ

一である．結論として横の連絡は個人と個人のつき合い
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で，それがごく自然に自由にできる雰囲気になっており，

無理に協力させるというようなことはやっていない．た

だし時によっては他の部門から特定のものの開発を依頼

されることがある．こういう交渉はDirectorやDepart・

ment　Headがやるので話がまとまると誰かがやらなけ

ればならないので，開発関係のMTSはたいていそうい

う依頼された問題と自分の好みの問題を交互にまたは平

行してやっているように感じた．依頼された問題を適当

にやってゆくことによってその部門の重要性が他の部門

に認識され，この結果，次第に人数をふやしてゆくこと

ができるようになるという印象をうけている．

そ　の　他

　米国のように消費が美徳になっている所でも，所内用

の封筒は何回も使用できるように宛名の欄が区分されて

おり，封筒の大きさにより異なるが十数回から数十回く

らい使われるようであった．こんなことは日本の大きな

会社でも実施しているが，生研のように1回だけで終わ

りというのは何か研究費が少ない少ないと言って無駄を

しているように思えてならなかった．

　図書の借出しについて，表題・著者・番号等がダイブ

されたカードが本の表紙の裏にはってある袋に入ってお

り，これに自分の名前・部屋の番号・電話番号を書いて

出せばよいようになっている．このカードは裏表20回

くらいは使われてはじめてタイプを打ち直して新しいカ

ードに替えるようになっており，生研のように1回ごと

にタイプを打つような無駄はやっていない．上記の袋に

は何日まで借りられるかを示す日付印をおしてくれ日付

だけであるから50回くらい使って後，袋を替えるよう

になっている．カードの方は自分の名前の欄に同じ日付

の印をおして図書室に保存されてこれが借用証の代わり

をし，返却すると線を入れて名前を消してくれるという

わけである．ベル電話研究所の場合は図書室で勝手に消

してくれるが，日本のように借用証の返却を要する場合

には自分の目の前で線を入れてもらうようにしたらよい

のではないかと考える．

結 び

　思いつくままに二三の事柄を逮べてみた．ベル電話研

究所のやり方が最上というのではないが，生研とは違づ

たよさがあるとつくづく思う．研究の能率をどうしたら

向上できるかということを真剣に考え実行に移している

有様はうらやましい．生研でできること，できないこと，

生研の方がよいこと，悪いこと，いろいろあると思うが，

ここに書いたことが何らかの意味で参考になったら望外

の喜びである．　　　　　　　　（1962年1月29日受理）
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